









分析手段として，監査人に A Statement of the 

































 一人は，1907年10月から1911年11月まで The 
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年次 資　本 利　潤 利潤率 
1889 102.9 13.5 13.1
1899 130.0 19.5 13.3
1904 163.7 23.0 14.1
1909 234.5 29.0 12.5
1914 291.2 32.0 11.0





























1907年 1906年 1905年 1904年
資金繰り　 37.1 35.9 33.4 32.2
無能力　　 22.6 22.3 24.4 23.1
特別な事由 16.3 17.3 16.3 19.1
詐欺　　　 10.1 10.0  9.2  8.6
経験不足　  4.9  4.9  4.8  5.1
 出所） Lough, William H., and Field Fred W., 
Corporation Finance, Alexander Hamilton 
Institute, 1916, p.449より作成 ｡

















年次 賃 金 原料・燃料 固定資産＊
1889 18.9  51.6  32.4
1899 23.2  73.4  50.2
1904 24.4  82.3  57.0
1909 32.1 117.8  84.6
1914 37.1 138.1 116.0



























1895  2,016.6  4
1900  2,623.5 31
1905  3899.2 49
1910  5,430.2 39
1915  6,660.0 23
1920 12,396.9 86
 出所） Dewey, D. R., and Shugrue, M.J., Banking 





 オープン・アカウント……  16,000.00 建物及び機械…………… 85,000.00
 支払勘定……………………  30,000.00 馬及び荷馬車…………… 15,000.00
 剰余金………………………  30,500.00 特許権及び暖簾………… 20,500.00
  商　品…………………… 49,000.00
  受取勘定………………… 35,000.00
  現金預金………………… 22,000.00
             ──────           ──────
             $276,500.00            $276,500.00
             ‖‖‖‖‖‖           ‖‖‖‖‖‖
  1898年１月１日，諸帳簿と関係書類の監査後の貸借対照表は，次の通りである。
 資本金………………………$200,000.00 土　地……………………$52,000.00
 オープン・アカウント……  17,000.00 建物及び機械：
 抵当付社債…………………  25,000.00  期首残高……$85,000
 剰余金：  （減算）
  期首残高・$30,500  減価償却……  8,500 76,500.00
  当期純利益 23,400　53,900.00 馬及び荷馬車：
 社債発行差金………………   1,000.00  期首残高……$15,000
   （減算）
   減価償却……  2,250 12,750.00
  特許権及び暖簾………… 20,500.00
  商　品…………………… 65,000.00
  受取勘定………………… 33,000.00
  投資（社債）…………… 15,000.00
  現金預金………………… 22,150.00
             ──────           ──────
              296,900.00            $296,900.00





  出所） Esquerré, Paul-Joseph, Practical Accounting Problems-Theory, Discussion and Solutions-, Part II, The 
Ronald Pres, 1922, pp. 14-15.
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A. Paton and Russell A. Stevenson）に引き継が
れたようである。なぜなら，彼らは，資金の源
泉を Sources from which Assets were obtained，




資  産 1897 1898 増 加 減 少 負  債 1897 1898 増 加 減 少
土  地  50,000  52,000   2,000 資 本 金 200,000 200,000
建物及び機械  85,000  76,500   8,500 オープン・アカウント  16,000  17,000   1,000
馬及び荷馬車  15,000  12,750   2,250 支 払 勘 定  30,000  30,000
特許権及び暖簾  20,500  20,500 抵 当 付 社 債  25,000  25,000
商 品  49,000  65,000  16,000 剰 余 金  30,500  53,900
受 取 勘 定  35,000  33,000   2,000
投資有価証券  15,000  15,000
現 金 預 金  22,000  21,150    850
276,500 295,900  33,000  13,600 276,500 295,900  26,000  30,000
純 増 加  19,400 純 減 少   4,000




            $23,400
「解答２」
 （表題なし）
資  産 増  加 減  少
土    地…………  $2,000.00
建物及び機械…………  $8,500.00
馬及び荷馬車…………   2,250.00
商    品…………  16,000.00
受 取 勘 定…………   2,000.00
投資有価証券…………  15,000.00
現 金 預 金………… 　　　　　　     850.00　
$33,000.00 $13,600.00
資産の純増加……   19,400.00　
 $33,000.00　
負  債 減  少 増  加
オープン・アカウント…………  $1,000.00
支 払 勘 定………… $30,000.00
抵当付社債………… 　　　　　　   25,000.00　
$30,000.00 $26,000.00






出所） Greendlinger, Leo, Accountancy Problems with 







































　加算：負債の増加 36,750.00  $39,600.00
　剰余金への振替利益   $23,400.00
出所） Bennett, George E., Advannced Accounting, 












資　   産 負　   債 増　加 減　少
1897 1898 1897 1898
土 地  50,000  52,000  2,000
建物及び機械  85,000  76,500  8,500
馬及び荷馬車  15,000  12,750  2,250
特許権及び暖簾  20,500  20,500
商 品  49,000  65,000 16,000
受 取 勘 定  35,000  33,000  2,000
投資有価証券  15,000 15,000
現 金 預 金  22,000  21,150   850
資 本 金 200,000 200,000
オープン・アカウント  16,000  17,000  1,000
支 払 勘 定  30,000 30,000
抵 当 付 社 債  25,000 25,000
剰 余 金  30,500  53,900  23,400＊
276,500 295,900 276,500 295,900 63,000 63,000
 ＊単なる差額概念であり，「増加」欄と「減少」欄を同額にするため，減少欄に記入される。
  注） 資産の総増加は63,000ドルで資産の総減少が39,600ドルである。したがって，純利益
はその差額23,400ドルになる。


























（Statement of Resources and Their Application）
とはいかなるものか。その第一形式はエスケレ
が作成した「解答５」（Statement of Resources, 
Consumed and Applied）と同じである。とい
うよりも，べネットがエスケレの1914年の資金



















め に は， 収 益 費 用 法（nominal accounts 
method）の代わりに，利益認識のための資産





資　産－1897年と1898年の比較表                       
1897 1898 増 加 減 少
土 地  50,000  52,000   2,000
建 物 及 び 機 械  85,000  76,500
馬 及 び 荷 馬 車  15,000  12,750   8,500
特許権及び暖簾  20,500  20,500   2,250
商 品  49,000  65,000  16,000
受 取 勘 定  35,000  33,000   2,000
投 資 有 価 証 券  15,000  15,000
現 金 預 金  22,000  21,150    850
276,500 295,900  33,000  13,600
276,500  13,600
 19,400  19,400
負　債－1897年と1898年の比較表
1897 1898 増 加 減 少
資 本 金 200,000 200,000
オープン・アカウント  16,000  17,000   1,000
支 払 勘 定  30,000
抵 当 付 社 債  25,000  25,000  30,000
246,000 242,000  26,000  30,000
242,000  26,000
  4,000   4,000
資産の純増加……………$19,400
負債の純減少…………… 4,000



























































  資  産：
  前期資産の減少： 前期資産の増加：
   受取勘定………………$2,000.00  商  品………$16,000.00
 信  用：  現金預金………  150.00
  前期負債の増加：   小  計………………$16,150.00
   支払勘定………$1,000.00
  新規に生じた負債： 新規に取得した資産：
   抵当付社債……25,000.00  社債への投資…$15,000.00
      小 計……………………26,000.00  （減算）
  消費された資産と信用の合計……28,000.00  社債発行差金… 1,000.00
 期中に再投資された利益：   小 計………………… 14,000.00
  （ａ）準備金への充当額…$10,750.00
  （ｂ）剰余金への 前期負債の減少：
   振替額……$23,400.00  支払勘定………………… 30,000.00
    （減算）
   土地評価益…2,000.00 21,000.00
  再投資された利益の合計…………32,150.00
    合  計…………………… $60,150.00     合  計…………$60,150.00



















示す簡潔な計算書」（a short statement showing 










































































「付表２」 FAIRWAY TRADING COMPANY
Condenesed Comparative Balance-sheet
1921年12月31日～1922年12月31日
資   産
 1922.12.31 1921.12.31 増   加 減   少
現   金････････････････････････････  $ 24,488.59 $ 24,886.70  $  388.11
委託前渡金････････････････････････････  64,615.27 59,301.02 $ 5,314.25
売 掛 金･･････････････････$207,446.91
 減算 :貸倒引当金 ･･････････   10,581.28 196,865.63 168,135.31 28,730.32
受 取 手 形････････････････････････････  35,935.37 27,721.43 8,213.94
商   品････････････････････････････  149,271.26 146,086.95 3,184.31
積 送 品････････････････････････････  255,004.16 252,213.26 2,790.90
 流動資産合計････････････････････････  $726,180.28 $678,344.67
前 払 費 用････････････････････････････  3,164.21 863.30 2,300.91
出荷センター ････････････････$  9,463.59
 減算：減価償却････････････    4,334.10 5,129.49 6,535.60  1,406.11
店舗兼事務所････････････････$ 45,233.45
 減算：減価償却････････････   14,921.13 30,312.32 34,998.67  4,686.35
土地及び建物･･････････････････････････  102,750.00 102,750.00            
   $50,534.63 $ 6,490.57
              6,490.57 
 資 産 合 計･･････････････････････････  $867,536.30 $823,492.24 $44,044.06
  
 
負   債
委託前受金････････････････････････････  $156,432.87 $170,670.16  $14,237.29
買 掛 金････････････････････････････  166,022.73 141,464.99 $24,557.74
未 払 費 用････････････････････････････     4,215.16 3,931.77 283.39
 流動負債合計････････････････････････  $326,670.76 $316,066.92
抵当付社債････････････････････････････        42,500.00       42,500.00
   $24,841.13 $56,737.29
･･････････････････････････････････････      24,841.13
 負 債 合 計･･････････････････････････  $326,670.76 $358,566.92  $31,896.16
  
  
････････････････････････････資   本
優 先 株････････････････････････････  $228,500.00 $173,700.00 $54,800.00
普 通 株････････････････････････････  250,000.00 250,000.00
払込剰余金････････････････････････････  25,000.00 25,000.00
利益剰余金････････････････････････････    37,365.54 16,225.32  21,140.22
 資 本 合 計･･････････････････････････  $540,865.54 $464,925.32 $75,940.22
  
 
 負債・資本合計･･････････････････････  $867,536.30 $823,492.24
  
要   約
資産の純増加･･････････････････････････   $ 44,044.06
負債の純減少･･････････････････････････     31,896.16
  $ 75,940.22
当期純利益････････････････････････････  $ 63,299.22 
 減算：配当金支払い ･･････････････････    42,159.00 $ 21,140.22
優先株発行収入････････････････････････     54,800.00
  $ 75,940.22
  
 出所） Couchman, Charles B., The Balance-Sheet, Its Preparation, Content and Interpretation. The journal of 
Accountancy, Incorporated, 1924, pp.264-265.
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Accounting: A Tentative Proposal submitted by the 

































算書に適用したのがジャクソン（Jackson , J. 
Hugh） で あ っ た（Previts, Gary J., and Merino, 
Barbara D.,　A History of Accounting in America, A 




Chatfield, Michael, A History of Accounting Thought, 








３）Greendlinger, Leo, Accountancy Problems with 
Solutions, Vol. 1, Andrew H. Kellogg Co., 1908（1911), 
pp.47-49 .  Esquerre,  Paul -Joseph ,  Practical  
Accounting Problems, Theory, Discussion and 
Solutions-, Part II，Ronald Press, 1922, pp.13-21. エ
スケレの詳細は，佐藤倫正『資金会計論』白桃書
房，1993年，29-33ページ参照。
４）Esquerré, Paul-Joseph,  The Applied Theory of 
Accounts, The Ronald Press Company, 1914(1918), 
pp.385-387. 詳細は，拙著『資金計算史論』森山書
店，1986年，14-18, 37-38ページ参照。
５）Greendlinger, Leo, C.P.A. Question Department, The 
Journal of Accountancy, 1910, Oct., pp.392-394. 
６）Greendlinger, 1908（1911）, pp. 47-49. 
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Problems with Solutions）は，アメリカの学生にとっ
て，最初の試験問題を扱った書物である。これは，














いる（Klein, J. Joseph, Elements of Accounting, 
Theory and Practice, D. Appleton and Company, 
1913, Preface.）。
７）Previts, G. H., “Critical Evaluation of Comparative 
Financial Accounting Thought in America 1900 to 
1920,” Dissertation Degree Doctor of the Florida 





Kapi ta lflus s r e chnungen ,  Funds  S ta t emen t ,  
Liquiditatsnachweis, Bewegungsbilanz, als dritte 
Jahresrechnung der Unternehmung. ,  Zurich / 
Stuttgart, 1967）
11）Bennett, George E., Advanced Accounting, McGraw 
Hill Book Co., Inc., 1922, pp. 391-398.
12）高橋・松田共訳『アメリカ資本主義の趨勢』有斐
閣，昭和27年，72ページ。（Labor Research Associ-
ation, Trends in American Capitalism, International 
Publishers, 1948）. 
13）Lough, William H., and Field, Fred. W., Corporation 
Finance, Alexander Hamilton Institute, 1906(1916), 
pp. 449-450.
14）Dewing, Arthur Stone, The Financial Policy of 




（Sobel, Robert, The Big Board, A History of the New 
York Stock Market, The Free Press, 1965）。
16）Zimmerman, Venon K., “British Backgrounds of 
American Accountancy,” Dissertation Degree Doctor 
of the University of Illinoi, 1954, p. 196.
17）Esquerré, 1922, pp.16-17.  
18）Klein, op., cit, p. 230.  








言う（Klein, op.cit., pp.231-231.）。 
21）Ibid., pp.230-231.   
22）1910年，コールは，資金の源泉を「Utilization of 
resources」, 資金の運用を「Disposition of assets」
と呼称した。この呼称は，グリーンリガーに影響
したと考えられる（Cole., Willim Morse, Accounting 
and Auditing, Cree Publishes., 1910, p. 341. ）。 
23）Paton, William A., and Stevenson, Russell A., 
Principles of Accounting, The Ann Arbor Press, 1916, 
p. 199. (Richard P. Bief, The History of Accounting, 
Arno Press, 1976.).
24）Bennett, op. cit., pp.391-392.







28）Esquerré, 1914(1918), pp. 54-58.  
29）Bennett, op. cit., p. 395.
30）Esquerré, 1922, p. 15.
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31）Esquerré, Paul-Joseph, “Resources and Their 
Application”, (Correspondencee), The Journal of 
Accountancy, May 1925, pp. 428-429.
32）Esquerré, 1914(1918), pp. 54-55. 
33）Walton, S.,  “Answer to Question of Institute 
Examinations, “(Students’ Department), The Journal 
of Accountancy, March 1920, pp. 221-231. 
34）Esquerré, 1922, p.19.
35）渡辺 泉，前掲論文，159ページ。
36）Couchman, Charles B., The Balance-Sheet, Its 
Preparation, Content and Interpretation, The Journal 
of Accountancy, Incorporated, 1924, pp. 224-226, 
264-265. 
コーチマンは，この比較貸借対照表によって当期
の純利益の計算はできるが，収益・費用を考慮し
ていないので，純利益および収益力の分析はでき
ないと言う。したがって，この計算書の利用には
限界があって，期間中の取引に関して不十分な記
録しか持っていない企業等，損益計算書の作成が
困難な企業にのみ便利であると言う（Ibid., p. 
225）。 
注目されるのは，計算書の最下段に「要約」部が
設けられていて，純利益の修正計算の場所が構造
上に明確に位置づけられていることである。
（2002年10月３日受付）
（2003年１月30日掲載決定）
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